
















































A Study on Position of Physical Fitness in Physical Education：
学習指導要領改訂を通して
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体つくり運動領域は、子どもたちの体力低下問題や
運動習慣の改善、いじめなどの心の問題を解決するた
めに導入された。体育科の目標である生涯に渡って運
動に親しむ資質や能力を養うという観点から体つくり
運動領域は、他の領域との系統性を持った基礎的な運
動として実施され、運動の中で体を動かすことの楽し
さや心地よさを感じられる活動である必要があると考
えられる。
「体ほぐしの運動」では、心と体を一体として捉え
るという観点から、手軽な運動や律動的な運動で、子
どもが体を動かすことの楽しさや心地よさを味わうこ
とにより、自分や仲間の体や心の状態に気づき、体の
調子を整え、仲間と豊かに交流できるようになること
を目標としている。しかし、「体ほぐしの運動」には固
有の運動がなく、他の領域との運動の境界線がはっき
りとしていないため、「単独の単元として実施しにく
い」など、実践の難しさが窺えた。
「多様な動きを高める運動(遊び)」及び「体力を高
める運動」は、従前の体操領域と同様に、児童生徒の
体力向上を直接のねらいとして導入され、「体の柔らか
さ」「巧みな動き」「力強い動き」「動きを持続させる能
力」を高めることが目標である。しかし、「体力」とい
う言葉は「力強い動き」「動きを持続させる能力」を高
める運動への指導者の認識が強く、「巧みな動き」への
意識の薄さが先行研究から窺えた。また、体力向上に
傾斜しすぎると新体力テストを目的とした授業となり、
自然に培われる動きや運動感覚が育まれず、体力低下
問題の根本が解決されないことが考えられた。「多様な
動きをつくる運動(遊び)」及び「体力を高める運動」
では、運動強度や負荷を高めるだけではなく、様々な
運動から全身を使い、巧緻性や運動感覚も育むことが
必要であると考えられる。
体つくり運動領域は、体力低下やいじめ、学級崩壊
などの問題の解決策の１つとして導入された。しかし、
これらの問題は、依然として存在している。本研究で、
体つくり運動領域は、単独の単元として行っている教
員が少ないことが先行研究から明らかとなった。また、
体つくり運動領域は、他の領域へ接続する基礎的運動
としての役割が学習指導要領から見ることができた。
体育と学級経営には相関関係があり、体育授業の成否
が学級の雰囲気に影響を及ぼす(日野ら,2000)。つま
り、他の領域の基礎でもある体つくり運動領域の成否
は、その後の体育授業の成否、学級経営に影響を与え
ることが考えられる。このことから、今後体つくり運
動領域の内容や方法を充実・改善していくことは、良
い雰囲気の学級作りやいじめ、学級崩壊などの問題解
決につながるのではないかと考えられる。
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